
はじめに

インド経済は1991年から経済改革を実施し、それまでとってきた輸入代替

工業化戦略からの転換を図った。1994/95年度からは３年連続で実質GDP成長

率が７％を超えたため、中国に続く市場として注目を集めるようになった。そ

の後投資ブームが終わり、製造業の成長率が伸び悩んだが、依然として実質

GDP成長率は４％から８％の間で安定して推移している。1991/92年度から

2003/04年度までの平均GDP成長率は5.9％となっている。このような状況を

反映して、現在再びインド経済が脚光を浴びるようになった。インド経済の入

門書として1995年に伊藤正二・絵所秀紀著『立ち上がるインド経済─新た

な経済パワーの台頭』（日本経済新聞社）が出版された。しかし、出版から10

年が経過しており、当時著者が呈示した展望を見直す必要がある。本書は入門

書として、インドの社会経済的構造を明らかにした上で、経済改革の影響を分

析しようと試みた。

第１部では農業、労働市場、貧困削減について取り上げる。第１章はインド

経済を概観する。GDPの構成は第１次産業から第２次・３次産業へと変化し

ているにもかかわらず、労働力人口の構成は現在でも60％が第１次産業であ

る。これは農村が過剰人口を抱えていることを反映している。第２章は食糧問

題をとりあげる。インドでは独立後、年率２％前後で人口が増大してきた。そ

の中で食糧輸入国から輸出国へと転換することができた。しかし、穀物生産は

需要と供給両面において問題がある。第３章は貧困層に対して低価格で穀物を

供給する公的分配システムを取り上げる。旱魃の際に飢饉を回避することをで

きたことを考えると、公的分配システムの果たしてきた機能は一定の評価がで

きる。しかし、政府の介入システムが需給状況の変化に対応できるか、WTO

の交渉によっては国内政策の変更が求められる、低所得層でも家計支出に占め

る穀物消費の比率が下がってきており、公的分配システムの意義が低下してい

る、という問題がある。第４章は労働市場を分析している。インドの労働法制

によって最低限の労働条件が保障されている組織部門（従業員が25人以上）で就

労している労働者はごく一部に過ぎず、多くの労働者は労働条件を保障されて

いない。経済改革後にストライキ数が減少した。各企業は合理化を進め、余剰
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人員を削減する一方で、人的資源管理を通して労働生産性を向上させようとし

ている。第５章は1980年代以降の農村部と都市部の貧困削減プログラムの流れ

を概観する。貧困削減プログラムでは公的雇用が重視されてきた。生活インフ

ラ整備、教育や保健の社会サービスでは、民間部門の台頭という共通性が見ら

れるが、低所得層への公的サービスの提供という政府に残された課題も大きい。

第２部では経済改革が各産業に与えた影響を分析している。第６章は鉄鋼業

を取り上げる。鉄鋼業は経済改革まで民間の参入が認められていなかった。経

済改革後に小規模な電炉メーカーが参入したが、生産・消費において連関が存

在せず、二重構造となっている。鉄鋼業は民間部門の参入を検証する上で重要

である。第７章は製薬業を取り上げる。インドは先進国のオリジナル医薬品を

模倣したジェネリック医薬品の輸出を増大させてきた。しかし、WTOの規定

により特許法の改正を迫られ、医薬品の模倣がむずかしくなった。制度の変更

が輸出に与える影響を検証する上で、重要な産業である。第８章は経済改革以

降、順調に発展を遂げてきた自動車産業をとりあげる。既存企業の生産拡大と

新規参入により、２輪・４輪の生産台数および部品生産額は急増する一方で、

競争が激しくなっている。第９章は小規模工業を取り上げる。インドの経済計

画において小規模工業振興は雇用の創出、公正な所得分配と経済力集中の排除、

地域格差の是正の観点から重要視されてきた。また、特定の分野について中・

大企業の参入を禁止し、小規模企業が排他的に生産を行えるようにする留保政

策が採られてきた。しかし、そのために採用されてきた政策が時を経るにつれ

て保護主義的なものと化し、経済自由化下においても、ダイナミズムが欠如し

ている状態である。第10章は IT産業の急成長を分析している。インドはオフ

ショア開発モデルを駆使しながら成長を遂げてきたが、エンジニアの賃金上昇

と離職率の上昇、その他の発展途上国との競争、アメリカおよびイギリス市場

への過度の依存、ローエンド・ソフトウエアの輸出への特化といった問題を抱

えている。

本書は2005年３月までのデータに基づいて執筆した。出版・編集でご尽力

頂いた（株）風行社の犬塚満氏と伊勢戸まゆみ氏に感謝の意を表明したい。本

書がインド経済の理解に少しでも役にたてば、編者としては幸甚の至りである。

内 川 秀 二
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